
地域を見つめる経済情報誌

長野しんきん
北信地区経済動向

「すかい」（sky：空）は、北信地区経済の空模様を展望しながら、経済面からとらえた身近な情報をおとどけします。
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景況調査レポート

米俵を積んだ牛をお伴に、近くの神社に詣でたのは、七福神の中でも商売繁盛の
神様として有名な恵比寿様。いずれも中野土人形師、奈良久雄さんの作品です。
コロナ禍での日常も３年目を迎えますが、令和４年の県内はこれからビックイベント
が目白押し。無事に開催されることを八百万の神々に願うばかりです。

長野信用金庫　すかい
「すかい」は長野信用金庫のホームページでカラー
にてご覧いただけます

■ 長野しんきん景況調査レポート
■北信濃  江戸時代の風景  （89） 松代
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2022年の経営見通し①
2022年の暮らし向き 生活者

アンケート特集

中野土人形

ダルマ恵比寿と俵牛
え    び    す たわらうし
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やおよろず かみがみ



◆北信地区の10月～12月期の業況判断Ｄ･I
 前期   今期      来期（予想）

全 産 業　▲22 → ▲ 1（21㌽改善） → ▲18
製 造 業　▲10 → ＋21（31㌽改善） → ▲12
非製造業　▲28 → ▲12（16㌽改善） → ▲21
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■業況判断D・Iの推移（長野県・北信） 長野信金の景況調査（北信）
日銀の企業短期経済観測調査（長野県）
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景況 概　況

●北信地区の業況判断D・Iの推移

全 産 業

製 造 業

非製造業

［調査要領］　  
●調査実施……2021年12月  
●調査対象企業（回収）　      
　製造業……………68社 
　建設業……………62社
　卸小売業…………44社
　サービス業………41社　　 　

　合計…………… 215社 
●回収率………… 83.7％ 
●従業員規模
　30人未満………73.9％   
●分析…Ｄ･Ｉ判断指数
　を中心に分析

D・I指数は、業況について「良い」とする企業割合から「悪い」とする企業割合を
引いた数値（四半期ごとに実施する景況アンケートに基づく）
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　2021年10～12月期の業況判断Ｄ･Iは、全産業
で21㌽改善して▲１となりました。製造業は31
㌽改善の＋21、非製造業も16㌽改善の▲１２です。
　2022年1～３月期の全産業の業況判断Ｄ･I（予
想）は、17㌽悪化の▲18となりました。

　非製造業の業種別業況判断Ｄ･Iは、建設業が＋
７（前期比▲２㌽）、卸小売業が▲29（同▲38㌽）、

サービス業が▲23（同▲55㌽）となり、全業種が改
善しています。

非製造業▲28 → ▲12  全業種が改善

▲22.0

▲10.1

▲27.5

◆長野県北信地区◆2021年10～12月期…景気の現状 ◇2022年１～３月期…景気の見通し

◆売上高Ｄ･Ｉと収益判断Ｄ･Ｉ
              売上高Ｄ･Ｉ（「増加」－「減少」） 収益判断Ｄ･Ｉ（「増益」－「減益」）
  前期 今期       前期   今期

全 産 業 ▲10 → ＋15（改　善）  ▲16 → ＋ 1（改　善）
製 造 業 ▲15 → ＋28（改　善）  ▲17 → ＋12（改　善）
非製造業 ▲ 7 → ＋ 9（改　善）  ▲15 → ▲ 4（改　善）

◆非製造業の業種別業況判断Ｄ･Ｉ
   前期     今期       来期（予想）

非製造業  　   ▲28 → ▲12（16㌽改善） → ▲21  
　建  設  業　 ▲ 2 → ＋  7（ 9㌽改善） → ▲10   
　卸小売業　▲38 → ▲29（ 9㌽改善） → ▲33
　サービス業　▲55 → ▲23（32㌽改善） → ▲25 

全産業

（予想）

（第186回景況アンケート調査）

６月2021年3月 2022年3月

全産業▲22 → ▲1 製造業・非製造業ともに改善
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　製造業の10～12月期の業況判断Ｄ･Iは＋21で、
前期（▲10）に比べ31㌽改善となりました。１～３
月期は今期より33㌽悪化の▲12の予想です。 

　建設業の10～12月期の業況判断Ｄ･Iは＋７で、
前回（▲２）に比べ９㌽改善しています。１～３月
期は今期より17㌽悪化の▲10の予想です。

企業からのコメント　　
企業からのコメント

製造業の景況
31㌽改善して＋21に、来期は悪化の予想

建設業の景況
９㌽改善して＋７に、来期は悪化の予想

■製造業、建設業の業況判断D・Iの推移（北信）

☆★電子部品の業界は、完成品メーカーの販売状況に
　左右されるので不透明な状況。企業物価の大幅な上
　昇によって収支は厳しさを増すばかり。 （金属製品）
★装置メーカーは、部材不足の影響で生産調整もあり
　うる。また、納期の順延による作業工程の乱れや、
　売上の先延ばしによる資金不足も懸念される。
 （電気機械）
★受注が入っても支給部品等が間に合わず、市場調達
　も難しくなっている。今後は、半導体も含めて部材
　供給が課題になる。 （制御機器）

★半導体不足の影響で、住宅設備機器の納品遅れが目
　立つ。そのため、工期等引渡しの遅れも考えられる。
☆★ウッドショックは価格が落ち着いたが、合板は、
　メーカーの在庫不足が続いている。 （以上総合建設）
★本年前半は工事量が少なく、元請けからの請負単価
　の下落傾向および同業者のダンピングも散見される。 
 （内装工事）
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▲11.9（製造業）

20.6（製造業）

　　　　　　　 （前期）　     7～ 9月期  ▲10  
◆業況判断Ｄ･Ｉ　（今期）　    10～12月期  ＋21  
　　　　　　　 （来期）　     1～ 3月期  ▲12（予想）

◇業種別業況判断Ｄ･Ｉ
改　善　食料品･金属加工･電気機械･自動車部品･
　　　　精密機械

◆収益判断Ｄ･I（「増益」－「減益」）…＋12（29㌽改善）　
｢増益」割合   前期  15％　→ 28％（13㌽増加）
｢減益」割合   前期  32％　→ 16％（16㌽減少）

　　　　　　　 （前期）　  7～ 9月期  ▲ ２
◆業況判断Ｄ･Ｉ　（今期）　 10～12月期  ＋ ７  
　　　　　　　 （来期）　  1～3月期  ▲10（予想）

◇業種別 総合建設　前期 ＋13 → ＋27 （14㌽改善）
　　　　 土木工事　前期 ＋ 8 → ＋25 （17㌽改善）
　　　　 建　　築　前期 ＋ 9 → ▲10 （19㌽悪化）
　　　　 各種設備　前期 ▲27 → ▲13 （14㌽改善）

◆収益判断Ｄ･I（「増益」－「減益」）…▲５（14㌽改善）
 ｢増益」割合　前期 10％  →  19％（９㌽増加）
 ｢減益」割合　前期 29％  →  24％（５㌽減少）

◆現在の採算状況…悪化
 ｢利益確保」　　　 前期 49％  →  50％（１㌽増加）
 ｢収支トントン」　 前期 46％  →  44％（２㌽減少） 
 ｢赤字」　　　　　 前期  5％  →   7％（２㌽増加）

９
月

◆現在の採算状況…改善　　　　　　　　　
｢利益確保」　　　 前期 37％　→ 49％ （12㌽増加）
｢収支トントン」　 前期 44％　→ 36％ （ 8㌽減少） 
｢赤字」　　　　　 前期 19％　→ 15％ （ 4㌽減少）
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▲28.6（卸小売業）

▲32.6（卸小売業）

▲25.0（サービス業）卸小売業

▲1.4（全産業）

（ポイント）
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　卸小売業の10～12月期の業況判断Ｄ･Ｉは▲29で、
前回（▲38）に比べ９㌽改善しました。１～３月期
の業況判断Ｄ･Ｉは４㌽悪化の▲33の予想です。

　サービス業全体の10～12月期の業況判断Ｄ･Ｉは
▲23で、前回（▲55）と比べ32㌽改善しました。業
種別では、運輸以外は改善しています。１～３月
期の業況判断Ｄ･Ｉ（予想）は２㌽悪化の▲25です。

企業からのコメント　　
企業からのコメント　

卸小売業の景況
業況は９㌽改善の▲29、来期は悪化の予想

サービス業の景況
32㌽改善の▲23、来期は悪化の予想

■卸小売業、サービス業の業況判断D・Iの推移（北信）

★半導体不足によって新車販売は停滞。そのため、車
　検を通すユーザーが増えている。 （自動車販売）
☆★冬季は団体客の予約が戻りつつあり、売上も回復
　しつつある。しかし、今年の修学旅行の動きは不透
　明な状況が続いている。 （食品卸）
★サービス業の人材不足が続いている。消費者は“必
　要な支出”しかしない状況で、人にも金にもゆとり
　がない。 （土産店）

★燃料高に加え、ディーゼルエンジンに不可欠な“尿
　素水”の供給が滞っていて、品不足と価格上昇が大
　きな懸念となっている。 （貨物トラック）
★土地・建物の物件不足でバブル感がある。ただし、
　コロナの状況でどう変化するかは不透明。 （不動産）
★運賃の再改定を希望する業者が多数あり、乗務員不
　足は深刻化している。 （タクシー）
☆★団体客は回復傾向にあるが、個人客の客足がなか
　なか戻らない。Go Toキャンペーンに期待している。
 （ホテル）

　　　　　　　 （前期）       7～ 9月期  ▲38
◆業況判断Ｄ･Ｉ　（今期）     10～12月期  ▲29
　　　　　　　 （来期）       1～ 3月期  ▲33（予想）

◇業種別  卸売業　前期 ▲25 → ▲ 7（18㌽改善）
　　　　　小売業　前期 ▲46 → ▲41（ 5㌽改善）

◆収益判断Ｄ･I（「増益」－「減益」）…▲19（７㌽悪化）　
｢増益」割合　前期 24％ → 16％（８㌽減少）
｢減益」割合　前期 36％ → 35％（１㌽減少）

　　　　　　　 （前期）         7～ 9月期  ▲55
◆業況判断Ｄ･Ｉ　（今期）       10～12月期  ▲23 
　　　　　　　 （来期）         1～ 3月期  ▲25（予想）

◇業種別業況判断Ｄ･Ｉ  
サ ー ビ ス　前期 ▲ 29 → ▲14（15㌽改善）
輸　　　送　前期 ▲ 67 → ▲56（11㌽改善）
　タクシー　前期 ▲100 → ▲67（33㌽改善）
　運　　輸　前期 ▲ 50 → ▲50（横 ば い）
外　　　食　前期 ▲ 67 → ± 0（67㌽改善）
観　　　光　前期 ▲100 → ▲71（29㌽改善）
不 動 産　前期 ▲ 10 → ＋20（30㌽改善）

◆現在の採算状況…悪化　
｢利益確保｣　　　前期36％ → 27％（９㌽減少） 
｢収支トントン｣　前期43％ → 50％（７㌽増加） 
｢赤字｣　　　　　前期21％ → 23％（２㌽増加）

20
年

21
年

19
年

　　　　　　　 （前期）　       4～ 6月期  ▲47  
◆業況判断Ｄ･Ｉ　（今期）　　　 7～ 9月期  ▲32  
　　　　　　　 （来期）　 10～12月期  ▲42（予想）



●2021年の業況（見込み）は、2020年に比べてどうか（％） ～全産業は2020年（▲21）より25㌽改善して＋４に～

全産業 30人未満 30人以上 製造業 建設業 卸小売業 サービス業

2021年（見込み）2019年 2020年

全産業 全産業

●2022年の業況見通しは、2021年に比べてどうか（％） ～全産業は2021年（実績▲10）より17ポイント改善の＋７を予測～

全産業 30人未満 30人以上 製造業 建設業 卸小売業 サービス業

2022年（見通し）2021年2020年

全産業全産業

　

15.2
19.0

26.1 20.9

26.5

20.9

26.4

22.6

39.7

14.7

16.1

24.2

20.5

25.0

26.8

22.0

21.4

14.0

19.5

14.5

26.8

12.5

26.5

10.3

16.1

17.7

15.9

26.8

16.3
18.9

18.5

0.0

5.7

26.8

16.1

1.6

14.6

5

　2021年の業況（見込み）　［良い］35％、［悪い］31
％の業況判断D・Iは＋４となり、2020年（▲21）に
比べ25㌽の改善となりました。
　2022年の業況見通し ［良くなる］25％、［悪くな
る］18％の＋７となり、2021年（▲10）に比べ17㌽
改善の予想となりました。

　「2021年の業況（見込み）は、2020年に比べてど
うか」を聞きました。
　全産業では、「良い」と「やや良い」を合わせた［良
い］と答えた企業（35％）から、「悪い」と「やや悪い」

を合わせた［悪い］と答えた企業（31％）を引いた業
況判断Ｄ･Ｉは＋４となり、2020年（▲21％）に比べ
25㌽改善しました。
　従業員規模で見ると、30人未満の＋３に対して、

30人以上は＋７となり、30人以上が４㌽上回りま
した。

◇４業種 （2020年比）
　製造業　業況判断Ｄ･Ｉは、2020年実績（▲25）に
比べ57㌽改善の＋32となりました。30人未満は＋
39、30人以上は＋22です。
　建設業　業況判断Ｄ･Ｉは、2020年実績（＋９）に比
べ17㌽悪化の▲８となり、卸小売業に次いで悪くな
りました。30人未満は▲７、30人以上は▲14です。
　卸小売業　業況判断Ｄ･Ｉは、2020年実績（▲34）
に比べ19㌽改善の▲15となり、他業種に比べ最も
低くなりました。30人未満、30人以上ともに▲16
です。
　サービス業　業況判断Ｄ･Ｉは、2020年実績（▲47）
に比べ47㌽改善の±０となりました。30人未満、
30人以上ともに±０です。

　「2022年の業況見通しは、2021年に比べてどう
なるか」を聞きました。
　全産業では、「良くなる」と「やや良くなる」を合わ
せた［良くなる］と答えた企業（25％）から、「悪くな
る」と「やや悪くなる」を合わせた［悪くなる］と答えた
企業（18％）を引いた業況判断Ｄ･Ｉは＋７となり、
2021年実績（▲10）に比べ17㌽改善しました。
　従業員規模で見ると、30人未満の＋５に対して、
30人以上は＋13となり、30人以上が８㌽上回って
います。

◇４業種（2021年比）
　製造業　業況判断Ｄ･Ｉは、2021年実績（＋８）に
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　製造業　
◇企業物価指数と受注の変動にスピーディーな対応
　を求められる年になる。　　　　　   （金属製品）
◇半導体・車載関連および液晶関連装置の業界は、
　今年以降も設備投資は活発な動きを見せているが、
　原材料や部材の確保が課題となる。   （電気機械）
◇大手企業は商品が売れず困っている状況。この機
　会をチャンスとしてチャレンジしていくのみ。
 　　　　　　　　 （エアーコンプレッサー）
◇今年は大きなPR機会があるので、それを機にブ
　ランドの確立を図りたい。 　　 （乾そば製造）
◇コロナ禍で業界の集まりがなく、詳しくは分から
　ないが、資材等の諸経費の値上がりが利益を下げ
　ていると感じている。  　　
◇４月からの「善光寺御開帳」に期待している。
 　　　　　　　　　　　 （以上味噌・漬物）
◇後継者が入社するので、新商品の開発等に力を入
　れていきたい。　　　　　　　   （パン・おやき）
◇人材不足や製造規模の改善など、取組むべき問題
　を一つ一つクリアしていきたい。   （農産物加工）
◇コロナ感染者数の減少で景気は回復に向かってい
　るが、過度の期待感が空回りして、事業の再構築
　には時間を要するだろう。　　　　   （医療器械）
　建設業
◇木材・鉄骨などの資材の価格高騰、コロナ感染症
　の再拡大等が懸念材料である。　　  （総合建設業）
◇人材の確保が難しく、今後の事業展開に支障をき
　たしている。　　　　　　　　　　　　　  （建設）
◇「事業再構築補助金」を利用して、新事業を立ち上げ
　る予定でいる。　　　　　　　　　　  （設備工事）
◇今年は後半以降に案件が相当量あるが、請負単
　価、原材料の値上げ等のリスクがあり、不透明感
　が残る状況。　　　　　　　　　  （内装仕上工事）
　卸小売業
◇個人消費が落ち込むなか、コロナ終息後は、以前

　のような生活がどの程度戻るかがカギになると思
　う。　　　　　　　　　　　　　　　　  （酒類卸）
◇新型コロナウイルスの終息が待ち遠しいが、今後
　は、イベントや外販などの販売方法の工夫が必要
　になると思う　　　　　　　　　　　（家電販売）
◇コロナ禍による消費者のライフスタイルの変化で、
　法事・結婚式・接待の減少による大口の注文が減
　少している。これからどうするかが課題になる。
　  　　　　　　　　　　　　　　（和洋菓子）
◇半導体等の部品不足により、新車登録が減少して
　おり、状況が好転する目途がたたず、しばらくは
　停滞気味になるだろう。　　（自動車販売・整備）
◇地域のスポーツイベントの早期開催を待ち望んで
　いる。　　　　　　　　　　　　（スポーツ用品）
◇今後は、顧客を客層で絞ったり、高付価値化やプ
　レミアム化等の戦略に切り替える。　　（土産店）
　サービス業
◇新型コロナウイルスが終息しなければ、今後の展
　望は難しい。　　　　　　　　　　　　　（料亭）
◇従前の水準には至らず、コロナの変異株の影響が
　読めない状況にはあるが、業況は戻りつつあり、
　徐々に回復に向かっていく見通し。
◇運賃の値上げは燃料の高騰とともに重要問題であ
　る。また、ドライバーの人材不足も業界全体の課
　題である。　　　　　　　　　　  （以上トラック）
◇インバウンドは、今秋には30％くらい戻ると予想
　する。しかし100％は戻らないと思う。
◇サービスに付加価値を付けるため、設備投資を積
　極的に行う。さらに、新たな取引先を増やして売
　上を増加したい。
◇市内のコロナ感染者のゼロが続いても、2019年の
　ような人の動きが見られず、今後も時間がかかる
　と感じている。　　　　　　　　（以上タクシー）

7

比べ７㌽改善の＋15となりました。30人未満、30
人以上ともに＋14です。
　建設業　業況判断Ｄ･Ｉは、2021年実績（▲29）に
比べ26㌽改善の▲３となりました。30人未満は▲
４、30人以上は±０です。
　卸小売業　業況判断Ｄ･Ｉは、2021年実績（▲14）
に比べ14㌽改善の±０となりました。30人未満は
▲３、30人以上は＋16です。
　サービス業　業況判断Ｄ･Ｉは、2021年実績（▲９）

に比べ26㌽改善の＋17で、他業種に比べ最も高く
なりました。30人未満は＋20、30人以上は＋13で
す。

［調査要領］
実施期日：2021年12月上旬～中旬
実施方法：第186回景況アンケート調査に併記
調査企業：回収215社（製造業68社、建設業62社、
　　　　　卸小売業44社、サービス業41社）
　　　　　うち従業員30人未満159社（74.0％）

アンケート
2022年の経営見通し ①

2021年１２月調査
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2021年の業況（見込み）

2022年の業況見通し 業種別

製造業＋32、サービス業±０
建設業▲8、卸小売業▲15
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●「年間業況」の推移（全体）
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業種別

サービスは改善傾向だが、
４業種で最も低い結果に



●2021年の業況（見込み）は、2020年に比べてどうか（％） ～全産業は2020年（▲21）より25㌽改善して＋４に～
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●2022年の業況見通しは、2021年に比べてどうか（％） ～全産業は2021年（実績▲10）より17ポイント改善の＋７を予測～
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　2021年の業況（見込み）　［良い］35％、［悪い］31
％の業況判断D・Iは＋４となり、2020年（▲21）に
比べ25㌽の改善となりました。
　2022年の業況見通し ［良くなる］25％、［悪くな
る］18％の＋７となり、2021年（▲10）に比べ17㌽
改善の予想となりました。

　「2021年の業況（見込み）は、2020年に比べてど
うか」を聞きました。
　全産業では、「良い」と「やや良い」を合わせた［良
い］と答えた企業（35％）から、「悪い」と「やや悪い」

を合わせた［悪い］と答えた企業（31％）を引いた業
況判断Ｄ･Ｉは＋４となり、2020年（▲21％）に比べ
25㌽改善しました。
　従業員規模で見ると、30人未満の＋３に対して、

30人以上は＋７となり、30人以上が４㌽上回りま
した。

◇４業種 （2020年比）
　製造業　業況判断Ｄ･Ｉは、2020年実績（▲25）に
比べ57㌽改善の＋32となりました。30人未満は＋
39、30人以上は＋22です。
　建設業　業況判断Ｄ･Ｉは、2020年実績（＋９）に比
べ17㌽悪化の▲８となり、卸小売業に次いで悪くな
りました。30人未満は▲７、30人以上は▲14です。
　卸小売業　業況判断Ｄ･Ｉは、2020年実績（▲34）
に比べ19㌽改善の▲15となり、他業種に比べ最も
低くなりました。30人未満、30人以上ともに▲16
です。
　サービス業　業況判断Ｄ･Ｉは、2020年実績（▲47）
に比べ47㌽改善の±０となりました。30人未満、
30人以上ともに±０です。

　「2022年の業況見通しは、2021年に比べてどう
なるか」を聞きました。
　全産業では、「良くなる」と「やや良くなる」を合わ
せた［良くなる］と答えた企業（25％）から、「悪くな
る」と「やや悪くなる」を合わせた［悪くなる］と答えた
企業（18％）を引いた業況判断Ｄ･Ｉは＋７となり、
2021年実績（▲10）に比べ17㌽改善しました。
　従業員規模で見ると、30人未満の＋５に対して、
30人以上は＋13となり、30人以上が８㌽上回って
います。

◇４業種（2021年比）
　製造業　業況判断Ｄ･Ｉは、2021年実績（＋８）に
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　製造業　
◇企業物価指数と受注の変動にスピーディーな対応
　を求められる年になる。　　　　　   （金属製品）
◇半導体・車載関連および液晶関連装置の業界は、
　今年以降も設備投資は活発な動きを見せているが、
　原材料や部材の確保が課題となる。   （電気機械）
◇大手企業は商品が売れず困っている状況。この機
　会をチャンスとしてチャレンジしていくのみ。
 　　　　　　　　 （エアーコンプレッサー）
◇今年は大きなPR機会があるので、それを機にブ
　ランドの確立を図りたい。 　　 （乾そば製造）
◇コロナ禍で業界の集まりがなく、詳しくは分から
　ないが、資材等の諸経費の値上がりが利益を下げ
　ていると感じている。  　　
◇４月からの「善光寺御開帳」に期待している。
 　　　　　　　　　　　 （以上味噌・漬物）
◇後継者が入社するので、新商品の開発等に力を入
　れていきたい。　　　　　　　   （パン・おやき）
◇人材不足や製造規模の改善など、取組むべき問題
　を一つ一つクリアしていきたい。   （農産物加工）
◇コロナ感染者数の減少で景気は回復に向かってい
　るが、過度の期待感が空回りして、事業の再構築
　には時間を要するだろう。　　　　   （医療器械）
　建設業
◇木材・鉄骨などの資材の価格高騰、コロナ感染症
　の再拡大等が懸念材料である。　　  （総合建設業）
◇人材の確保が難しく、今後の事業展開に支障をき
　たしている。　　　　　　　　　　　　　  （建設）
◇「事業再構築補助金」を利用して、新事業を立ち上げ
　る予定でいる。　　　　　　　　　　  （設備工事）
◇今年は後半以降に案件が相当量あるが、請負単
　価、原材料の値上げ等のリスクがあり、不透明感
　が残る状況。　　　　　　　　　  （内装仕上工事）
　卸小売業
◇個人消費が落ち込むなか、コロナ終息後は、以前

　のような生活がどの程度戻るかがカギになると思
　う。　　　　　　　　　　　　　　　　  （酒類卸）
◇新型コロナウイルスの終息が待ち遠しいが、今後
　は、イベントや外販などの販売方法の工夫が必要
　になると思う　　　　　　　　　　　（家電販売）
◇コロナ禍による消費者のライフスタイルの変化で、
　法事・結婚式・接待の減少による大口の注文が減
　少している。これからどうするかが課題になる。
　  　　　　　　　　　　　　　　（和洋菓子）
◇半導体等の部品不足により、新車登録が減少して
　おり、状況が好転する目途がたたず、しばらくは
　停滞気味になるだろう。　　（自動車販売・整備）
◇地域のスポーツイベントの早期開催を待ち望んで
　いる。　　　　　　　　　　　　（スポーツ用品）
◇今後は、顧客を客層で絞ったり、高付価値化やプ
　レミアム化等の戦略に切り替える。　　（土産店）
　サービス業
◇新型コロナウイルスが終息しなければ、今後の展
　望は難しい。　　　　　　　　　　　　　（料亭）
◇従前の水準には至らず、コロナの変異株の影響が
　読めない状況にはあるが、業況は戻りつつあり、
　徐々に回復に向かっていく見通し。
◇運賃の値上げは燃料の高騰とともに重要問題であ
　る。また、ドライバーの人材不足も業界全体の課
　題である。　　　　　　　　　　  （以上トラック）
◇インバウンドは、今秋には30％くらい戻ると予想
　する。しかし100％は戻らないと思う。
◇サービスに付加価値を付けるため、設備投資を積
　極的に行う。さらに、新たな取引先を増やして売
　上を増加したい。
◇市内のコロナ感染者のゼロが続いても、2019年の
　ような人の動きが見られず、今後も時間がかかる
　と感じている。　　　　　　　　（以上タクシー）
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比べ７㌽改善の＋15となりました。30人未満、30
人以上ともに＋14です。
　建設業　業況判断Ｄ･Ｉは、2021年実績（▲29）に
比べ26㌽改善の▲３となりました。30人未満は▲
４、30人以上は±０です。
　卸小売業　業況判断Ｄ･Ｉは、2021年実績（▲14）
に比べ14㌽改善の±０となりました。30人未満は
▲３、30人以上は＋16です。
　サービス業　業況判断Ｄ･Ｉは、2021年実績（▲９）

に比べ26㌽改善の＋17で、他業種に比べ最も高く
なりました。30人未満は＋20、30人以上は＋13で
す。

［調査要領］
実施期日：2021年12月上旬～中旬
実施方法：第186回景況アンケート調査に併記
調査企業：回収215社（製造業68社、建設業62社、
　　　　　卸小売業44社、サービス業41社）
　　　　　うち従業員30人未満159社（74.0％）
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2022年の経営見通し ①
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2021年の業況（見込み）

2022年の業況見通し 業種別

製造業＋32、サービス業±０
建設業▲8、卸小売業▲15
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30人未満 ＋  5  ［良い］22％ ［悪い］17％
30人以上 ＋１3  ［良い］34％ ［悪い］21％

業種別

サービスは改善傾向だが、
４業種で最も低い結果に



●2021年の業況（見込み）は、2020年に比べてどうか（％） ～全産業は2020年（▲21）より25㌽改善して＋４に～

全産業 30人未満 30人以上 製造業 建設業 卸小売業 サービス業

2021年（見込み）2019年 2020年

全産業 全産業

●2022年の業況見通しは、2021年に比べてどうか（％） ～全産業は2021年（実績▲10）より17ポイント改善の＋７を予測～

全産業 30人未満 30人以上 製造業 建設業 卸小売業 サービス業
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　2021年の業況（見込み）　［良い］35％、［悪い］31
％の業況判断D・Iは＋４となり、2020年（▲21）に
比べ25㌽の改善となりました。
　2022年の業況見通し ［良くなる］25％、［悪くな
る］18％の＋７となり、2021年（▲10）に比べ17㌽
改善の予想となりました。

　「2021年の業況（見込み）は、2020年に比べてど
うか」を聞きました。
　全産業では、「良い」と「やや良い」を合わせた［良
い］と答えた企業（35％）から、「悪い」と「やや悪い」

を合わせた［悪い］と答えた企業（31％）を引いた業
況判断Ｄ･Ｉは＋４となり、2020年（▲21％）に比べ
25㌽改善しました。
　従業員規模で見ると、30人未満の＋３に対して、

30人以上は＋７となり、30人以上が４㌽上回りま
した。

◇４業種 （2020年比）
　製造業　業況判断Ｄ･Ｉは、2020年実績（▲25）に
比べ57㌽改善の＋32となりました。30人未満は＋
39、30人以上は＋22です。
　建設業　業況判断Ｄ･Ｉは、2020年実績（＋９）に比
べ17㌽悪化の▲８となり、卸小売業に次いで悪くな
りました。30人未満は▲７、30人以上は▲14です。
　卸小売業　業況判断Ｄ･Ｉは、2020年実績（▲34）
に比べ19㌽改善の▲15となり、他業種に比べ最も
低くなりました。30人未満、30人以上ともに▲16
です。
　サービス業　業況判断Ｄ･Ｉは、2020年実績（▲47）
に比べ47㌽改善の±０となりました。30人未満、
30人以上ともに±０です。

　「2022年の業況見通しは、2021年に比べてどう
なるか」を聞きました。
　全産業では、「良くなる」と「やや良くなる」を合わ
せた［良くなる］と答えた企業（25％）から、「悪くな
る」と「やや悪くなる」を合わせた［悪くなる］と答えた
企業（18％）を引いた業況判断Ｄ･Ｉは＋７となり、
2021年実績（▲10）に比べ17㌽改善しました。
　従業員規模で見ると、30人未満の＋５に対して、
30人以上は＋13となり、30人以上が８㌽上回って
います。

◇４業種（2021年比）
　製造業　業況判断Ｄ･Ｉは、2021年実績（＋８）に
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　製造業　
◇企業物価指数と受注の変動にスピーディーな対応
　を求められる年になる。　　　　　   （金属製品）
◇半導体・車載関連および液晶関連装置の業界は、
　今年以降も設備投資は活発な動きを見せているが、
　原材料や部材の確保が課題となる。   （電気機械）
◇大手企業は商品が売れず困っている状況。この機
　会をチャンスとしてチャレンジしていくのみ。
 　　　　　　　　 （エアーコンプレッサー）
◇今年は大きなPR機会があるので、それを機にブ
　ランドの確立を図りたい。 　　 （乾そば製造）
◇コロナ禍で業界の集まりがなく、詳しくは分から
　ないが、資材等の諸経費の値上がりが利益を下げ
　ていると感じている。  　　
◇４月からの「善光寺御開帳」に期待している。
 　　　　　　　　　　　 （以上味噌・漬物）
◇後継者が入社するので、新商品の開発等に力を入
　れていきたい。　　　　　　　   （パン・おやき）
◇人材不足や製造規模の改善など、取組むべき問題
　を一つ一つクリアしていきたい。   （農産物加工）
◇コロナ感染者数の減少で景気は回復に向かってい
　るが、過度の期待感が空回りして、事業の再構築
　には時間を要するだろう。　　　　   （医療器械）
　建設業
◇木材・鉄骨などの資材の価格高騰、コロナ感染症
　の再拡大等が懸念材料である。　　  （総合建設業）
◇人材の確保が難しく、今後の事業展開に支障をき
　たしている。　　　　　　　　　　　　　  （建設）
◇「事業再構築補助金」を利用して、新事業を立ち上げ
　る予定でいる。　　　　　　　　　　  （設備工事）
◇今年は後半以降に案件が相当量あるが、請負単
　価、原材料の値上げ等のリスクがあり、不透明感
　が残る状況。　　　　　　　　　  （内装仕上工事）
　卸小売業
◇個人消費が落ち込むなか、コロナ終息後は、以前

　のような生活がどの程度戻るかがカギになると思
　う。　　　　　　　　　　　　　　　　  （酒類卸）
◇新型コロナウイルスの終息が待ち遠しいが、今後
　は、イベントや外販などの販売方法の工夫が必要
　になると思う　　　　　　　　　　　（家電販売）
◇コロナ禍による消費者のライフスタイルの変化で、
　法事・結婚式・接待の減少による大口の注文が減
　少している。これからどうするかが課題になる。
　  　　　　　　　　　　　　　　（和洋菓子）
◇半導体等の部品不足により、新車登録が減少して
　おり、状況が好転する目途がたたず、しばらくは
　停滞気味になるだろう。　　（自動車販売・整備）
◇地域のスポーツイベントの早期開催を待ち望んで
　いる。　　　　　　　　　　　　（スポーツ用品）
◇今後は、顧客を客層で絞ったり、高付価値化やプ
　レミアム化等の戦略に切り替える。　　（土産店）
　サービス業
◇新型コロナウイルスが終息しなければ、今後の展
　望は難しい。　　　　　　　　　　　　　（料亭）
◇従前の水準には至らず、コロナの変異株の影響が
　読めない状況にはあるが、業況は戻りつつあり、
　徐々に回復に向かっていく見通し。
◇運賃の値上げは燃料の高騰とともに重要問題であ
　る。また、ドライバーの人材不足も業界全体の課
　題である。　　　　　　　　　　  （以上トラック）
◇インバウンドは、今秋には30％くらい戻ると予想
　する。しかし100％は戻らないと思う。
◇サービスに付加価値を付けるため、設備投資を積
　極的に行う。さらに、新たな取引先を増やして売
　上を増加したい。
◇市内のコロナ感染者のゼロが続いても、2019年の
　ような人の動きが見られず、今後も時間がかかる
　と感じている。　　　　　　　　（以上タクシー）
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比べ７㌽改善の＋15となりました。30人未満、30
人以上ともに＋14です。
　建設業　業況判断Ｄ･Ｉは、2021年実績（▲29）に
比べ26㌽改善の▲３となりました。30人未満は▲
４、30人以上は±０です。
　卸小売業　業況判断Ｄ･Ｉは、2021年実績（▲14）
に比べ14㌽改善の±０となりました。30人未満は
▲３、30人以上は＋16です。
　サービス業　業況判断Ｄ･Ｉは、2021年実績（▲９）

に比べ26㌽改善の＋17で、他業種に比べ最も高く
なりました。30人未満は＋20、30人以上は＋13で
す。

［調査要領］
実施期日：2021年12月上旬～中旬
実施方法：第186回景況アンケート調査に併記
調査企業：回収215社（製造業68社、建設業62社、
　　　　　卸小売業44社、サービス業41社）
　　　　　うち従業員30人未満159社（74.0％）

アンケート
2022年の経営見通し ①

2021年１２月調査
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2021年の業況（見込み）

2022年の業況見通し 業種別

製造業＋32、サービス業±０
建設業▲8、卸小売業▲15
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●「年間業況」の推移（全体）
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2022年の業況見通し
30人未満 ＋  5  ［良い］22％ ［悪い］17％
30人以上 ＋１3  ［良い］34％ ［悪い］21％

業種別

サービスは改善傾向だが、
４業種で最も低い結果に



●１年前と比べて、今の暮らし向きはどうか（％）

●2022年の暮らし向きは、2021年に比べてどうなるか（％）

全　体

全体 全　体 男　性 女　性 10～20代 30～40代 50代以上

2021年 2022年（予測）

2020年 2021年（今回）

全　体 男　性 女　性 10～20代 30～40代 50代以上
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　2021年の暮らし向き　［良くなった］９％、［悪く
なった］15％で、暮らし向き判断Ｄ･Ｉは▲６となり、
前年（▲19）より改善しています。
　2022年の暮らし向き　［良くなる］17％、［悪くな
る］19％で、暮らし向き判断Ｄ･Ｉは▲２となり、悪
化を予測しています。
◇2021年         ▲６（［良くなった］９％・［悪くなった］15％）
◇2022年（予測）▲２（［良くなる］17％・［悪くなる］19％）
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◇新型コロナ「オミクロン株」に感染しても重症化し
　ないように、日々感染防止策を徹底したい。
◇ツイッター等のSNSが、誹謗中傷や差別・デマを生
　むなど、モラルのない社会になっていくことが怖い。
 （以上20代男性）
◇「宇宙船地球号」の気持ちで、将来の子どもたちの
　ために環境問題、とりわけ“温暖化対策”に取組むべ
　きだと思う。 （30代女性）
◇コロナ禍が終息すれば、景気回復に期待する声が多
　いが、収入や生活水準は変わらず、リベンジ消費も
　限定的で、過度の期待はできないと思う。 
◇ここ数年の世界的な異常気象は怖いと思う。“便利
　さ優先”の風潮が環境に大きな負荷をかけるなら、
　多少の不便は我慢したい。 （以上30代男性）
◇コロナ禍で、多額の給付金や補助金をばらまいてい
　るが、将来を担う世代にツケを回すことが心配で仕
　方がない。
◇「足るを知る者は富む」という格言のごとく、モノ・
　カネではなく、心が豊かな一年になるようにしたい
　と思う。 （以上40代女性）
◇コロナ関連の補助金や助成金、休業補償の不正受給
　を報道で見るたび、日本人のモラルの低下を嘆かわ
　しく思う。 

◇「18歳以下に10万円を給付」することがコロナ対策 
　とは思えない。政治家の皆さんは、何をポイント
　に政策を立案・遂行しているのか？　国民生活な
　のか、次の選挙で勝つ方策なのか。 （以上40代男性）
◇ワクチン接種の効果で、コロナの感染者数も落ちつ
　いてきた。今後も感染症対策をしっかり行い、以前
　の生活（旅行等）ができるようにしたい。
◇日本の経済政策や安全保障に関する議論は、与党・
　野党が反発しながら決めるのでなく、真の“国家
　観”を持って実行してほしい。 （以上50代女性）
◇コロナ禍で自粛生活のなか、リモート活用やテレワ
　ーク等で、暮らし方や働き方そのものの価値観が少
　しずつ変わって来ている。 （60代以上女性）
◇現在の仕事をこのまま、あと５～６年間続けられれ
　ばうれしいと思う。
◇高齢で物忘れが目立つ母親のことが心配でならな
　い。“老老介護”という言葉が現実になりつつある。
◇無駄遣いせず、できることは自分ですることを心が
　け、収入に見合う生活をしていきたいと思う。 
◇大企業の内部留保が増えても、従業員の給料が上が
　らないため、景気が良いと感じている人はいない。
 （以上60代以上男性）

　「2021年の暮らし向きは、2020年と比べてどう
か」を聞きました。
　「良くなった」と「やや良くなった」を合わせた［良
くなった］は９％（2020年調査：６％）「悪くなった」
と「やや悪くなった」を合わせた［悪くなった］は15

％（同調査：25％）で、暮らし向き判断Ｄ･Ｉは▲６
となり、2020年（▲19）に比べ13㌽改善しました。
　男女別では、［良くなった］は男性12％、女性６
％、［悪くなった］は男性14％、女性17％となり、
暮らし向き判断Ｄ･Ｉは男性▲３、女性▲11となり、
女性が８㌽低くなりました。世代別では、10～20
代が＋14、30～40代が▲９、50代以上が▲12とな
り、その差は26㌽と広がっています。
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2022年の暮らし向き
生活者アンケート

［調査要領］
実施期日：2021年12月上旬～中旬
実施場所：長野信用金庫本支店窓口
対 象 者：来店客300人（男性181人･女性119人）
調査方法：アンケート用紙に記述（無記名）
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　「2022年の暮らし向きはどうなるか」を聞きまし
た。
　「良くなる」と「やや良くなる」を合わせた［良くな
る］は17％（2021年実績10％）、「悪くなる」と「やや悪
くなる」を合わせた［悪くなる］は19％（同調査：31％）
で、暮らし向き判断Ｄ･Ｉは▲２となり、2021年実績
（▲21）に比べ19㌽改善（予測）となりました。
　男女別では、［良くなる］は男性15％、女性21％、
［悪くなる］は男性20％、女性19％となり、暮らし向
き判断Ｄ･Ｉは男性▲５、女性＋２となり、女性が７
㌽高くなりました。世代別では、10～20代が＋17、
30～40代が▲５、50代以上が▲６となり、その差
は23㌽となっています。
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●１年前と比べて、今の暮らし向きはどうか（％）

●2022年の暮らし向きは、2021年に比べてどうなるか（％）
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　2021年の暮らし向き　［良くなった］９％、［悪く
なった］15％で、暮らし向き判断Ｄ･Ｉは▲６となり、
前年（▲19）より改善しています。
　2022年の暮らし向き　［良くなる］17％、［悪くな
る］19％で、暮らし向き判断Ｄ･Ｉは▲２となり、悪
化を予測しています。
◇2021年         ▲６（［良くなった］９％・［悪くなった］15％）
◇2022年（予測）▲２（［良くなる］17％・［悪くなる］19％）
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◇新型コロナ「オミクロン株」に感染しても重症化し
　ないように、日々感染防止策を徹底したい。
◇ツイッター等のSNSが、誹謗中傷や差別・デマを生
　むなど、モラルのない社会になっていくことが怖い。
 （以上20代男性）
◇「宇宙船地球号」の気持ちで、将来の子どもたちの
　ために環境問題、とりわけ“温暖化対策”に取組むべ
　きだと思う。 （30代女性）
◇コロナ禍が終息すれば、景気回復に期待する声が多
　いが、収入や生活水準は変わらず、リベンジ消費も
　限定的で、過度の期待はできないと思う。 
◇ここ数年の世界的な異常気象は怖いと思う。“便利
　さ優先”の風潮が環境に大きな負荷をかけるなら、
　多少の不便は我慢したい。 （以上30代男性）
◇コロナ禍で、多額の給付金や補助金をばらまいてい
　るが、将来を担う世代にツケを回すことが心配で仕
　方がない。
◇「足るを知る者は富む」という格言のごとく、モノ・
　カネではなく、心が豊かな一年になるようにしたい
　と思う。 （以上40代女性）
◇コロナ関連の補助金や助成金、休業補償の不正受給
　を報道で見るたび、日本人のモラルの低下を嘆かわ
　しく思う。 

◇「18歳以下に10万円を給付」することがコロナ対策 
　とは思えない。政治家の皆さんは、何をポイント
　に政策を立案・遂行しているのか？　国民生活な
　のか、次の選挙で勝つ方策なのか。 （以上40代男性）
◇ワクチン接種の効果で、コロナの感染者数も落ちつ
　いてきた。今後も感染症対策をしっかり行い、以前
　の生活（旅行等）ができるようにしたい。
◇日本の経済政策や安全保障に関する議論は、与党・
　野党が反発しながら決めるのでなく、真の“国家
　観”を持って実行してほしい。 （以上50代女性）
◇コロナ禍で自粛生活のなか、リモート活用やテレワ
　ーク等で、暮らし方や働き方そのものの価値観が少
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◇現在の仕事をこのまま、あと５～６年間続けられれ
　ばうれしいと思う。
◇高齢で物忘れが目立つ母親のことが心配でならな
　い。“老老介護”という言葉が現実になりつつある。
◇無駄遣いせず、できることは自分ですることを心が
　け、収入に見合う生活をしていきたいと思う。 
◇大企業の内部留保が増えても、従業員の給料が上が
　らないため、景気が良いと感じている人はいない。
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　「2021年の暮らし向きは、2020年と比べてどう
か」を聞きました。
　「良くなった」と「やや良くなった」を合わせた［良
くなった］は９％（2020年調査：６％）「悪くなった」
と「やや悪くなった」を合わせた［悪くなった］は15

％（同調査：25％）で、暮らし向き判断Ｄ･Ｉは▲６
となり、2020年（▲19）に比べ13㌽改善しました。
　男女別では、［良くなった］は男性12％、女性６
％、［悪くなった］は男性14％、女性17％となり、
暮らし向き判断Ｄ･Ｉは男性▲３、女性▲11となり、
女性が８㌽低くなりました。世代別では、10～20
代が＋14、30～40代が▲９、50代以上が▲12とな
り、その差は26㌽と広がっています。
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松代城下に入ります。図に
は「鳥打坂」とあります。
ここを現在は、上信越自動
車道の東寺尾トンネルが貫
通しています。
　峠を下ると山の中腹に「ア
タゴ」があって、鳥居と石
段と社殿が描かれています。
これは寺尾城跡のある城山
の中腹にある愛宕社で、海
津城（松代城）の北東（鬼門）
にあることから、海津城の
鬼門除けとして信仰されま
した。
東条村
　松代城下の東側は「東条」（松代町東条）で、「天
カサリ城」と「キヨタキ」が描かれています。
　「天カサリ城」は尼巌城、尼飾城、雨飾城などさ
まざまな書き方がありますが、長野市文化財デー
タベースは尼厳城跡としています。尼厳山（781ｍ）
の山頂にある山城で、東条氏の城だったとされて
います。武田信玄が真田幸隆（昌幸の父）に命じて、
攻め落とさせました。
　「キヨタキ」（清滝）は、実際にそういう滝がある
わけですが、ここには滝が描かれていません。山
腹に堂が描かれているので、これは信濃33観音霊
場の11番札所、清滝観音堂でしょう。別当寺は明
真寺（真言宗）です。
豊栄地区
　「天カサリ城」の右に「ミナカミ山」があり、山頂
に堂があって「侍従坊」と書かれています。これは
皆神山で、修験の和合院があり、「侍従坊」という
天狗の信仰がありました。明治以後は修験が廃絶
して熊野出速雄神社（通称皆神神社）となり、「侍
従坊」は侍従大神としてまつられています。
　「ミナカミ山」の右下には、「アカシバセキヤ」と
書かれています。これは関屋村と、その枝村の赤
柴村です。ここは小県に出る「ヂザウ峠」（地蔵峠）
の登り口で、関屋（関所）があったことから関屋
の地名が起こったと考えられます。江戸時代にも
口留番所が置かれていました。
松代城下
　松代城下は大きく「海津城松代」とあるだけで、
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　今年度は、江戸時代に善光寺門前で売られてい
た観光案内図「信州川中嶋古跡順道手引草之図」
を、少しずつ切り取って紹介します。今回は松代
地区（長野市松代町）を中心とした部分です。右が
南、左が北になっています。下（西）から左（北）に
向かって、千曲川が流れています。
柴村
　松代地区の北東の入口は、図の左上に「シバ村」
と表記されている柴村（松代町柴）です。ここには
「大宝寺」「ミタ堂」「山本ツカ」が、堂や塚の絵と
ともに描かれています。
　「大宝寺」は正しくは大鋒寺（曹洞宗）で、松代藩
初代藩主真田信之の霊屋があることで知られてい
ます。ここは信之の隠居所の跡で、信之はここで
万治元年（1658）に93歳で没しています。大鋒寺と

11

（89） 松代
小林　一郎
長野郷土史研究会会長

いう寺号は、信之の戒名、大鋒寺殿徹巌一当大居
士によるものです。
　「ミタ堂」（弥陀堂）は、阿弥陀堂です。室町時代
に吉池氏によってまつられたことに始まるといい、
『二十四輩順拝図会』『善光寺道名所図会』といった
旅行案内書にも取り上げられた名所です。
　「山本ツカ」は、武田信玄の軍師といわれる山本
勘助の墓で、現在は千曲川の河川敷にあります。
元は阿弥陀堂の境内にあったのですが、大正時代
に千曲川の堤防が修築された際、阿弥陀堂は移転
しましたが、山本勘助の墓だけが堤防内に残され
てしまったのです。
鳥打峠
　神代宿（豊野）・長沼宿から福島宿（須坂市）・川
田宿を通って来た北国脇往還は、鳥打峠を越えて

細かくは描かれていません。左側の千曲川沿いに
上下逆に書かれた「テラヲ渡」は、松代大橋付近に
あった寺尾の渡しです。
　松代城下から下（西）に向かって太い道があり、
「イワノ（岩野）、ドクチ（土口）、アメノミヤ（雨
宮）」と書かれています。これは矢代宿（屋代宿）に
通じる北国脇往還です。
横向きの地名
　図の右下の地名は横向きで、北側から南を見る
ように書かれています。千曲川が直角に曲がって
いるので、これも自然なことです。
　松代城下の南に山があって、麓に「虫歌堂」があ
ります。山は舞鶴山で、堂は信濃33番７番札所で
虫歌観音として知られる桑台院です。
　この山の周囲の地名は、位置関係が混乱してい
ます。「キヨノ村」（清野村）は、実際は松代城下の
西に続く村です。「カゲ」は「西条」村の欠集落でし
ょう。「平林」は平林村で、実際には豊栄地区の地
名です。
妻女山
　「㝡ジユウ山」「ケンシン公城跡」とあるのは、永
禄４年（1561）の第４次川中島合戦の時、上杉謙信
が陣を置いた妻女山です。

２月号は「川中島古戦場」の予定です。

皆神山の熊野出速雄神社（皆神神社）

「
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しましたが、山本勘助の墓だけが堤防内に残され
てしまったのです。
鳥打峠
　神代宿（豊野）・長沼宿から福島宿（須坂市）・川
田宿を通って来た北国脇往還は、鳥打峠を越えて

細かくは描かれていません。左側の千曲川沿いに
上下逆に書かれた「テラヲ渡」は、松代大橋付近に
あった寺尾の渡しです。
　松代城下から下（西）に向かって太い道があり、
「イワノ（岩野）、ドクチ（土口）、アメノミヤ（雨
宮）」と書かれています。これは矢代宿（屋代宿）に
通じる北国脇往還です。
横向きの地名
　図の右下の地名は横向きで、北側から南を見る
ように書かれています。千曲川が直角に曲がって
いるので、これも自然なことです。
　松代城下の南に山があって、麓に「虫歌堂」があ
ります。山は舞鶴山で、堂は信濃33番７番札所で
虫歌観音として知られる桑台院です。
　この山の周囲の地名は、位置関係が混乱してい
ます。「キヨノ村」（清野村）は、実際は松代城下の
西に続く村です。「カゲ」は「西条」村の欠集落でし
ょう。「平林」は平林村で、実際には豊栄地区の地
名です。
妻女山
　「㝡ジユウ山」「ケンシン公城跡」とあるのは、永
禄４年（1561）の第４次川中島合戦の時、上杉謙信
が陣を置いた妻女山です。

２月号は「川中島古戦場」の予定です。

皆神山の熊野出速雄神社（皆神神社）

「
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北信濃 江戸時代の風景



総合企画部

本店　〒380-8686　長野市居町 133-1　TEL 026-228-0221㈹

長野信用金庫　URL http：//www. nagano-shinkin. jp/

 

確定申告

お問合せ・申告書の郵送先　〒380-8612　長野市西後町608-2　
長野税務署 TEL026-234-0111（自動音声案内）

申告会場：長野市若里市民文化ホール（ビッグハット隣）
開設期間：令和４年２月１日㈫～３月15日㈫
受付時間：午前９時～午後４時
●土・日、祝日は除きますが、２月20日および
　２月27日の日曜日は開場します。
●上記期間中は、長野税務署庁舎での申告相談
　は行っておりません。

●入場整理券は、各会場で当日配付するほか、オン
　ラインで事前に発行する方法もあります。
　※詳細は国税庁ホームページをご覧ください。
●入場整理券の配付状況に応じ、後日の来場をお願い
　することもあります。
●感染拡大防止のため、来場の際は、マスクの着用と
　検温の実施にご協力ください。

入場整理券が必要です

国税庁ＨＰ
「確定申告書等作成コーナー」へアクセス
期間中は24時間利用できます。

申告書を作成
画面の案内に従い入力し、自動計算で申告書
が作成できます。

申告書を提出  提出方法は２通り
▶作成コーナーからe-Taxで送信
▶印刷して郵送で提出

感染リスク軽減のため

自宅でスマホ「e-Tax！」確定申告

所得税および復興特別所得税・贈与税
令和4年３月15日㈫まで

消費税および地方消費税（個人事業者）
令和4年３月31日㈭まで

事業税・住民税の申告期限
令和4年３月15日㈫まで

STEP

1

STEP

2

STEP

3

◆「電子申告」を利用するには…

　① マイナンバーカード（市町村で発行）
　② ID・パスワード（税務署で発行）
　詳しくは最寄りの税務署までお願いします。

長
野
税
務
署
の

申
告
会
場

▶各会場で当日配付　▶LINEから事前発行密
を
作
ら
な
い

密
を
避
け
て

申告会場への
入場には

確定申告

●「マイナンバーカード」をスマホで読み取れば、ICカード
　リーダライタなしでe-Taxができます。

パソコンでもできます！

下記のどちらかの準備が必要です。

ご自宅からかんたん・便利！
　　　  　 今年はスマホで申告！
ご自宅からかんたん・便利！
　　　　　今年はスマホで申告！

●みなさまの税務相談のご案内［２月］ （注）上の店名は開催場所、下の（　）内店名はその相談日に含まれる対象店です。

開　催　日 午　　前 午　　後 午　　前 午　　後開　催　日

２月 2日 水

  4日 金

  8日 火

 9日 水

  14日 月

 16日 水

２月 1７日 木

  1８日 金

  2２日 火

  2４日 木

  2５日 金

  ２８日 月

スキージャンプ
岩渕香里選手

（北野建設株式会社所属）

スキージャンプ
岩渕香里選手

（北野建設株式会社所属）

若　槻　支　店
（城  北  支  店）

豊　野　支　店

長　池　支　店
（大豆島支店）
稲 荷 山 支 店
（屋  代  支  店）
石　堂　支　店
（伊勢宮支店）
篠 ノ 井 支 店
（川  柳  支  店）

東 長 野 支 店
（柳  原  支  店）
須　坂　支　店

（墨坂支店・太子町支店）

上 山 田 支 店
（戸倉支店・坂城支店）
七　瀬　支　店
（南　支　店）
松　代　支　店
（更  北  支  店）

権　堂　支　店
（善光寺下支店）
中　野　支　店
（小布施支店）

本 店 営 業 部

大 門 町 支 店
（桜枝町支店）

本　　　　　部

本　　　　　部

川 中 島 支 店
（川中島駅前支店）
山 ノ 内 支 店
（飯  山  支  店）
古　里　支　店
（吉  田  支  店）

飯　綱　支　店


